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駅弁紀行

ジンギスカンあったか弁当C O N T E N T S

特
集デ

ジ
タ
ル
社
会
を
支
え
る

５
G 

の
推
進

地
方
の
か
が
や
き

鹿
児
島
県　

阿
久
根
市

M
I
C 

N
E
W
S
01	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
に
係
る

普
及
啓
発
の
取
組

M
I
C 

N
E
W
S
02	

２
月
１
日
～
３
月
18
日
は
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
で
す

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う

M
I
C 

N
E
W
S
03	

設
立
50
周
年
を
迎
え
た
S
I
A
P

M
I
C 

N
E
W
S
04	

「
統
計
の
日
」
の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
期
間
：
令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
～ 

３
月
31
日
（
水
）

M
I
C
リ
ポ
ー
ト	

和
歌
山
県
白
浜
町
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
施
設
の
視
察

令
和
２
年
に
流
行
し
た
も
の
の
ひ
と
つ

が
、
羊
肉
を
焼
い
て
食
べ
る
北
海
道

の
郷
土
料
理
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。
パ
ッ
ク
技

術
や
冷
凍
技
術
の
発
達
で
、
鮮
度
の
よ
い
羊

肉
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
要

因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
低

カ
ロ
リ
ー
で
高
た
ん
ぱ
く
質
で
あ
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
昨
今
の
ヘ
ル
シ
ー

志
向
に
も
合
致
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
紹
介
し
て
い
る
「
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
あ
っ
た
か
弁
当
」
に
は
、
特
製
タ
レ
の

味
付
き
羊
肉（
ラ
ム
）が
た
っ
ぷ
り
載
っ
て
い

ま
す
。
ひ
も
を
引
い
て
温
め
る
「
加
熱
機
能

付
容
器
」に
な
っ
て
い
る
の
で
、約
8
分
待
っ

て
温
か
い
状
態
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
季
は
、
令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
３

月
ま
で
販
売
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

生後 1年未満の子羊の肉を「ラム」、生後 2年以
上の羊肉を「マトン」と言います。ラムは肉質が
柔らかく臭みが少ない、マトンは少しクセがある
ものの脂がのってしっかりした味が特徴です。

販売駅…ＪＲ札幌駅構内 4か所
取材協力…札幌駅立売商会

418 14202122 19

広報誌をスマホなどで閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2（中央合同庁舎 2号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )

EK IBE N STORY

北 海 道

ラムとマトンの違いは？

四季折々の日本の祭り 鹿児島県　阿久根市

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

天
岩
戸
神
楽

　

３
０
０
年
以
上
も
の
歴
史
が
あ
る
と
い
う
神

舞
は
、
日
本
神
話
に
あ
る
天
あ
ま
て
ら
す照

大お
お
み
か
み

神
の
岩
戸
隠

れ
の
際
に
、
八や

百お

万よ
ろ
ずの

神
々
が
岩
戸
の
前
で
舞

楽
を
行
い
岩
戸
の
外
に
お
迎
え
す
る
場
面
を
あ

ら
わ
し
た
舞
で
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
鬼
神

舞
で
は
、
舞
に
使
用
さ
れ
る
鬼
神
の
面
が
笑
う

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

阿
久
根
市
波
留
地
区
の
南
方
神
社
（
諏
訪
神

社
）の
８
年
ご
と
の
例
祭
に
舞
わ
れ
る
も
の
で
、

出
雲
流
の
神
楽
の
系
統
に
類
す
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
露ち

払は
り

に
始
ま
り
、
神か
ん

降お

ろ
し
、

瓶び
ん

舞め

、
弓ゆ
ん

舞め

、
剣
つ
る
ん

舞め

、
田た

ノの

神か
ん

舞め

、
将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

舞め

、

鬼き

神じ
ん

舞め

か
ら
な
り
ま
す
。

表紙の写真

開
催
日
：

旧
暦
７
月
28
日
（
南
方
神
社
の
例
祭
の
当
日
）

で
８
年
目
ご
と
。
仮
奉
納
は
毎
年
開
催
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従
前
よ
り
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

長
引
く
低
成
長
と
い
っ
た
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
人
口
は
増
加
し
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
日

本
の
人
口
は
２
０
１
０
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
よ
り

も
約
20
年
先
行
し
て
お
り
、
産
業
・
地
域
の
姿
や
雇

用
・
労
働
環
境
な
ど
様
々
な
方
面
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
構
造
変
化
を
も
た

ら
す
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
度
成
長
期
」
か
ら
「
安
定
成
長
期
」、「
低

成
長
期
」
へ
と
移
り
変
わ
る
に
つ
れ
て
、
経
済
成
長

率
が
段
階
的
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
、

◦
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
う
社
会
課
題
の
解
決
や
、

◦�

生
産
性
向
上
に
よ
る
経
済
成
長
力
の
維
持
・
増
加

に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、「
S
o
c
i
e
t
y�

5
・

0
※
時
代
」
に
向
け
て
社
会
全
体
で
の
デ
ジ
タ
ル
変

革
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
遠
隔
診
療
と

い
っ
た
３
密
回
避
の
た
め
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
多
く

の
方
々
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
、
否
応
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

５G は次世代の移動通信システムです。
IoT 時代の ICT 基盤として様々な分野での活用が期待されています。

この特集では、なぜ、今デジタル社会が求められているのか、
そして、総務省がデジタル社会の基盤整備に向けてどう取り組んでいるのか、ご紹介します。

我が国の社会課題とデジタル技術の活用

デジタル社会を支える

５Gの推進

日本の社会構造の変化

特集
Chapter

1

※�

S
o
c
i
e
t
y�

5
.
0
と
は
、
狩
猟
社
会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、

情
報
社
会
の
次
に
到
来
す
る
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
現
実
世
界
が
高
度
に

融
合
す
る
こ
と
で
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
可
能
と
す
る

人
間
中
心
の
社
会　

日本
中国

韓国

インド

インドネシア

シンガポール

タイ

フィリピン

26.0

34.3

31.2 29.7

25.8
23.8

13.0

11.7
11.2

10.6
9.7

8.3
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こ
う
し
た
「
社
会
全
体
で
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
」
の

キ
ー
と
な
る
の
が
、Ｉア
イ

ｏオ
ー

Ｔテ
ィ
ー（

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
や
Ａエ
ー

Ｉア
イ

（
人
工
知
能
）、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え

る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
５
フ
ァ
イ
ブ

Ｇジ
ー

で
す
。

　

下
の
図
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
予
測
を
示

す
も
の
で
す
が
、
世
界
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
数
は
、

２
０
１
９
年
に
約
２
５
０
億
個
に
達
し
、
２
０
２
２

年
に
は
約
３
５
０
億
個
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
右
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

年
平
均
成
長
率
60
％
以
上
と
、
今
後
急
激
に
市
場
規

模
が
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
そ
れ
を
支
え
る
５
Ｇ
が

普
及
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
世
界
に
な
っ
て
い
く
の

か
、
将
来
の
展
望
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、

◦�

医
療
の
分
野
で
は
、
医
師
が
離
れ
た
場
所
か
ら
遠

隔
操
作
で
行
う
手
術
や
、
生
体
セ
ン
サ
ー
を
用
い

た
予
防
医
療
、

◦�

農
業
の
分
野
で
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運
転
や
、

餌
や
り
・
水
や
り
の
無
人
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

◦�

教
育
の
分
野
で
は
、
世
界
の
一
流
講
師
に
よ
る
遠

隔
授
業
や
、場
所
を
選
ば
な
い
青
空
キ
ャ
ン
パ
ス
、

◦�

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
状
況
把
握
と
災
害
対
応
の
最
適
化

と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
可
能
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
、
新
し
い
価
値
の
実
現
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
世
界
の
実
現
こ
そ
が
、

◦�

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会

課
題
解
決

◦�

そ
し
て
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
経
済
成
長

の
た
め
に
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

５
Ｇ
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
で
は
本
題
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
基
盤
と
な
る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
話
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

デジタルテクノロジーの浸透デジタル社会の将来イメージ

我が国の社会課題とデジタル技術の活用
Chapter

1
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５
Ｇ
の
特
長
と
し
て
は
、「
超
高
速
」「
超
低
遅
延
」「
多
数

同
時
接
続
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
超
高
速
」
は
、
従
来
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
進
化
の
延

長
線
と
し
て
、
最
大
通
信
速
度
を
1
0
0
倍
高
速
化
す
る
こ

と
を
実
現
し
ま
す
。

　

５
Ｇ
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
超
低
遅
延
」「
多
数

同
時
接
続
」
と
い
う
２
つ
の
特
長
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　
「
超
低
遅
延
」
は
、
遠
隔
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
車
、
医

療
機
器
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
操
作
・
制
御
の
実
現
を
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
特
長
で
す
。

　
「
多
数
同
時
接
続
」
は
、
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
機
器
や
セ

ン
サ
ー
が
接
続
さ
れ
、
デ
ー
タ
収
集
や
分
析
な
ど
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
特
長
で
す
。

　

４
Ｇ
ま
で
は
、
主
に
一
般
ユ
ー
ザ
が
使
用
す
る
ス
マ
ホ
向
け

サ
ー
ビ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
超
低
遅
延
」「
多

数
同
時
接
続
」
と
い
う
２
つ
の
特
長
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
有
線
の
通
信
シ
ス
テ
ム
を
無
線

で
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
用
途
で
の

大
き
な
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
実
現
し
た

「
S
o
c
i
e
t
y�

５
・
０
時
代
」
に
向
け
て
、
5
Ｇ
は
必
要

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
４
月
に
、
携
帯
電
話
事
業
者
４
者
に
対
し
て
、

５
Ｇ
基
地
局
の
整
備
計
画
を
認
定
し
、
周
波
数
を
割
り
当
て
ま

し
た
。
各
者
の
整
備
計
画
を
合
わ
せ
る
と
、
２
０
２
３
年
度
末

に
は
、
５
Ｇ
の
地
域
カ
バ
ー
率
は
約
98
％
と
な
る
予
定
で
す
。

　

５
Ｇ
は
、
第
５
世
代
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
を
指
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、
ほ
ぼ
10
年
ご
と
に
進
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

第
１
世
代
は
、
１
９
７
９
年
に
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
自
動
車
電
話
と
し
て
導
入
さ

れ
、
用
途
と
し
て
は
音
声
通
話
で
し
た
。
当
時
は
、
非
常
に
大
き
な
も
の
（
重
量

約
７
kg
）
で
、自
動
車
内
に
固
定
す
る
車
載
型
で
、車
外
で
は
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
肩
掛
け
タ
イ
プ
の
持
ち
運
び
可
能
な
シ
ョ
ル
ダ
ー
ホ
ン
が
登
場

（
１
９
８
５
年
）
し
ま
し
た
が
、
重
く
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
持
ち
も
悪
い
も
の
（
約

３
kg
、
連
続
通
話
時
間
約
40
分
）
だ
っ
た
と
、
ご
記
憶
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

１
９
９
３
年
に
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
第
2
世
代
が
導
入
さ
れ
、
音
質
や
電
池
の

持
ち
が
格
段
に
良
く
な
る
と
と
も
に
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
と
い
う
デ
ー
タ
通
信
が
始

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
規
格
の
面
で
見
て
み
る
と
、
第
２
世
代
は
、
互
換
性
の

な
い
方
式
が
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
の
後
、
２
０
０
１
年
に
は
、
第
３
世
代
（
３
ス
リ
ー

Ｇジ
ー

）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
３

Ｇ
は
、
３
つ
の
標
準
規
格
が
採
用
さ
れ
、
国
境
を
ま
た
い
で
ロ
ー
ミ
ン
グ
が
可
能

に
な
り
、
急
速
に
普
及
し
、
機
能
も
め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

３
Ｇ
で
は
、
携
帯
電
話
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
と
し
て
使
用
し
た
り
、

写
真
を
友
達
と
や
り
と
り
す
る
よ
う
な
使
い
方
が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

通
信
速
度
の
向
上
に
伴
い
、
動
画
を
見
る
よ
う
な
使
い
方
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

第
４
世
代
（
４
フ
ォ
ー

Ｇジ
ー

）
は
、
２
０
１
５
年
に
導
入
さ
れ
、
今
ま
さ
に
皆
さ
ん
が
一

般
的
に
使
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

３
Ｇ
に
比
べ
て
通
信
速
度
が
さ
ら
に
向
上
し
、
高
精
細
動
画
を
視
聴
し
た
り
、

動
画
を
撮
っ
た
そ
の
場
で
Ｓエ
ス

Ｎエ
ヌ

Ｓエ
ス

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
と
い
っ
た
使
い
方
が
一

般
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
１
世
代
か
ら
の
約
10
年
ご
と
の
技
術
の
進
化
で
、
最
大
通
信

速
度
は
30
年
間
で
約
10
万
倍
に
な
り
、
通
信
速
度
の
高
速
化
と
と
も
に
、
様
々
な

使
い
方
が
出
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
Ｇ
は
、
２
０
２
０
年
3
月
か
ら
商
用
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

想
像
も
つ
か
な
い
使
い
方
で
世
の
中
を
大
き
く
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

デジタル社会を支えるインフラ５Ｇ

第5世代移動通信システム（5Ｇ）とは 移動通信システムの進化 （第１世代～第５世代）

Chapter

2
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５
Ｇ
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
活
用
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
５
Ｇ
が
何
に
使

え
る
の
か
、
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
に
か
け
て
、

５
Ｇ
に
よ
る
新
た
な
市
場
創
出
に
向
け
た
実
証
や
、
地
方
の
抱
え
る

様
々
な
課
題
の
解
決
に
力
点
を
置
い
た
実
証
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

下
の
図
は
、
実
際
の
実
証
例
を
示
し
た
も
の
で
す
。

◦�
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
臨
場
感
あ
る
映
像
配
信
へ
の
活
用
（
左

上
）

◦�

製
造
分
野
で
は
ス
マ
ー
ト
工
場
へ
の
応
用
（
右
上
）

◦�

医
療
分
野
で
は
遠
隔
診
療
へ
の
活
用
（
左
下
）

◦�

建
設
分
野
で
は
建
機
の
遠
隔
操
縦
へ
の
活
用
（
右
下
）

に
関
す
る
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
右
上
の
工
場
に
お
け
る
実
証
で
は
、
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ

ル
で
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
接
続
・
制
御
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
高

速
で
低
遅
延
な
通
信
が
可
能
な
５
Ｇ
を
用
い
て
接
続
・
制
御
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
品
種
少
量
生
産
時
代
の
工
場
に
求
め
ら
れ
る
、
製
造

ラ
イ
ン
の
迅
速
な
配
置
換
え
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
実
証
に
お
い
て
は
、
５
Ｇ
の
導
入
に
よ
る
効
果

を
実
感
で
き
る
成
果
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、
大
き
な
可
能
性
の
あ
る
5
Ｇ
で
す
が
、
そ
の
本
格
的

な
活
用
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
を
、
地
道
に
、
し
か
し
積
極
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
地
域
展
開
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
（
２
０
１
９
年
６
月
策
定
。
２
０
２
０
年
7

月
及
び
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定
）
し
、
５
Ｇ
イ
ン
フ
ラ
整
備
支
援
と

５
Ｇ
利
活
用
促
進
策
を
一
体
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
当
初
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
に
加
え
、

◦�

５
Ｇ
投
資
促
進
税
制
の
創
設
、

◦�

補
正
予
算
に
お
い
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
を
支
援
す
る
補
助
金
を

大
幅
に
拡
充
、

◦�

４
Ｇ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
周
波
数
帯
に
５
Ｇ
を
導
入
す
る
た
め
の

制
度
整
備
、

◦�

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
用
の
周
波
数
と
し
て
４
・
６‐

４
・
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
及
び

28
・
３‐

29
・
１
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
新
た
に
追
加
、

と
い
っ
た
取
組
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
、
現
在
、
５
Ｇ
用

周
波
数
と
し
て
１
・
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
（
東
名
阪
以
外
）
の
追
加
割
当
て

に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
５
Ｇ
用
周
波
数
の

検
討
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
に
加
え
、
複
数
の
携
帯
電
話
事
業
者
か
ら
、
今

後
10
年
間
で
５
Ｇ
基
地
局
整
備
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
兆
円
程
度
の

投
資
を
行
う
と
の
計
画
が
示
さ
れ
、
更
な
る
整
備
加
速
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
整
備
目
標
を
引
き
上
げ
、
2
0
2
3
年
度
末
ま
で

に
当
初
の
整
備
計
画
の
４
倍
と
な
る
、
約
28
万
局
以
上
の
５
Ｇ
基
地

局
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
引
き
続
き
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
新
た
な
日
常
」
の
基
盤
と
な
る
５
Ｇ
や
光
フ
ァ
イ

バ
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
全
国
展
開
を
早
急
に
推
進
し
ま
す
。

5Gを活用した課題解決の実現に向けた実証の推進ICTインフラの全国展開を加速するためのマスタープラン

デジタル社会を支えるインフラ５Ｇ
Chapter

2
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現
在
、
日
本
の
５
Ｇ
整
備
は
世
界
最
高
の
水
準
を

目
指
し
て
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

５
Ｇ
の
展
開
に
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
ル
※
と
な
る
光

フ
ァ
イ
バ
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
我
が
国
の
光

フ
ァ
イ
バ
は
全
世
帯
の
98
・
8
％
を
す
で
に
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
Ｇ
の
展
開
に
は
、
4
Ｇ
イ

ン
フ
ラ
と
の
連
携
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
4
Ｇ
は

居
住
人
口
の
99
・
99
％
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
世
界

的
に
見
て
も
充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
が
、
既
に

存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
既
存
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

を
背
景
に
、
２
０
２
３
年
度
末
に
は
５
Ｇ
の
地
域
カ

バ
ー
率
98
％
以
上
と
な
り
、
世
界
最
高
水
準
と
な
る

予
定
で
す
。

　

総
務
省
と
し
て
は
、
世
界
最
高
水
準
の
５
Ｇ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
地
域
に
お

い
て
５
Ｇ
が
浸
透
し
、
徹
底
的
に
使
い
こ
な
さ
れ
て

い
る
環
境
を
世
界
に
先
駆
け
て
実
現
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
我
が
国
の
５
Ｇ
の
制
度
に
は
、
世
界
的
に

も
特
徴
的
な
「
ロ
ー
カ
ル
5
Ｇ
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
５

Ｇ
と
は
別
に
、
地
域
や
産
業
の
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
地
域
の
企
業
や
自
治
体
等
の
様
々
な
主
体
が
、

ス
ポ
ッ
ト
的
に
柔
軟
に
構
築
で
き
る
５
Ｇ
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
に
一
部
の
周
波
数
帯
で
先
行
し

て
制
度
化
を
行
い
、
２
０
２
０
年
12
月
に
、
第
2
弾

の
使
用
周
波
数
帯
を
拡
張
す
る
制
度
化
を
行
い
ま
し

た
。

　

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
携
帯
電

話
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
し
て
、
他
の
場
所
の

通
信
障
害
や
災
害
な
ど
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と

い
っ
た
点
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
建
物
内
や
敷
地
内
で
の
自
営
の
５
Ｇ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
建
設
現
場
に
お
け
る
リ

モ
ー
ト
化
、
工
場
で
の
自
動
化
、
農
機
の
遠
隔
制
御
、

河
川
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
遠
隔
監
視
と
い
っ
た
活
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
省
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し

た
課
題
解
決
を
実
現
す
る
た
め
、「
課
題
解
決
型

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
等
の
実
現
に
向
け
た
開
発
実
証
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
現
実
の
多
様
な
利
活
用
場
面
を

想
定
し
た
実
証
を
実
施
し
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
用
い

た
様
々
な
課
題
解
決
や
、
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

5Ｇネットワークの全国への展開ローカル5Ｇの活用

デジタル社会を支えるインフラ５Ｇ
Chapter

2
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バ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
は
、
通
信
事
業
者
の
基
幹
通
信
網
（
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
）

と
基
地
局
を
つ
な
ぐ
中
継
回
線
の
こ
と
。
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人口：1万 9,866 人（令和 2年 11月末）
市の木：ボンタン
市の花：ツワブキ
市役所所在地：鹿児島県阿久根市
　　　　　　　鶴見町 200番地

阿 久 根 市 D A T A

豊富な食材と
印象的な海辺の景観
地域の宝を生かすまちづくり

あ
く
ね
し

鹿
児
島
県

東シナ海と八代海をつなぐ海峡は潮流
が速く、干潮時に大小の渦潮が生じる。
万葉集で詠まれた南限の地でもある。

地
方

のかがや
き阿

久
根市

　
美
し
い
海
岸
と
田
園
の
風
景
が
広

が
る
阿
久
根
市
に
は
魚
、
肉
、
野
菜
、

果
物
と
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
「
食
の
ま
ち
阿
久

根
」
の
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
食
を
生
か
す
た
め
観
光
を
基

軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
さ
ら
に
食
や
観
光
な
ど
を

支
え
る
ひ
と
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
「
帰
っ
て
き
た
く
な
る

行
っ
て
み
た
く
な
る
　
東
シ
ナ
海
の

宝
の
ま
ち
阿
久
根
」
と
し
ま
し
た
。

育
っ
た
人
に
は
心
の
拠
り
所
に
な
り
、

初
め
て
訪
れ
た
人
も
ど
こ
か
懐
か
し

く
、
何
度
来
て
も
飽
き
な
い
ま
ち
。

そ
ん
な
自
負
を
持
っ
て
こ
れ
ら
の
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
然
と
食
に
恵
ま
れ
た

「
東
シ
ナ
海
の
宝
の
ま
ち
」

市長

西
に し

平
ひ ら

良
よ し

将
ま さ

日本三大急潮
黒之瀬戸

外務卿、文部卿、元老院議
長などを歴任した寺島宗則
（松木弘安）の旧家。生涯
や功績を伝える施設として
令和 2年４月に一般公開。

阿久根市民交流センター
「風テラスあくね」には座
席数 541 のホールと 5つ
の交流室が。ピアノの名器
ファツィオリは九州の公立
文化ホールでは唯一。

郷土の偉人
寺島宗則記念館

交流の拠点
風テラスあくね

鹿児島市

鹿
児
島
県
北
西
部
に
位
置
す
る
阿
久
根
市

の
西
に
は
東
シ
ナ
海
が
広
が
り
、
約
40

㎞
に
及
ぶ
海
岸
線
の
景
観
は
変
化
に
富
み
、
急

流
が
渦
を
な
す
黒
之
瀬
戸
や
奇
岩
で
知
ら
れ
る

牛
之
浜
海
岸
な
ど
の
景
勝
地
が
点
在
し
ま
す
。

水
質
も
良
好
で
、
最
高
ラ
ン
ク
「
Ａ
Ａ
」
は
奄

美
と
同
じ
。
沖
合
に
浮
か
ぶ
阿
久
根
大
島
と
脇

本
の
海
岸
の
２
か
所
が
環
境
省
の
「
快
水
浴
場

１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　

風
光
明
媚
な
海
岸
沿
い
を
走
る
の
は
、
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
で
す
。
そ
の
車
窓
か
ら
眺
め
ら

れ
る
海
に
は
、
沖
か
ら
の
潮
流
と
有
明
海
か
ら

流
れ
出
す
海
水
が
混
ざ
り
合
う
好
漁
場
が
あ
り
、

県
内
有
数
の
漁
港
で
あ
る
阿
久
根
港
に
は
青
魚

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
揚
が
り
ま
す
。

　

海
岸
を
洗
う
黒
潮
の
お
か
げ
で
温
暖
な
阿
久

根
は
良
質
な
農
産
品
も
多
い
食
の
宝
庫
で
す
。

　

加
え
て
1
月
の
え
び
す
祭
り
や
３
月
の
金
比

羅
祭
り
な
ど
季
節
を
彩
る
多
彩
な
催
し
も
。

　

夏
と
秋
の
年
２
回
開
催
さ
れ
る
み
ど
こ
い
祭

り
は
、
ハ
ン
ヤ
総
踊
り
や
花
火
な
ど
季
節
の
風

物
を
楽
し
め
ま
す
。「
み（
実
）ど
こ
い
」は
、「
中

心
に
な
る
良
い
と
こ
ろ
」
を
表
わ
す
こ
の
地
方

の
言
葉
で
、
み
ど
こ
い
祭
り
は
、
美
し
い
、
お

い
し
い
、
魅
力
、
見
ど
こ
ろ
の
４
つ
の
意
味
を

込
め
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

阿
久
根
市
で
は
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
宝
と

と
ら
え
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
み

ど
こ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

全国有数の生産量を誇る。
江戸時代、難破した船の船
長謝
しゃ

文
ぶん

旦
たん

が手厚いもてなし
への礼として贈ったものが
おこりとされる。

海岸に露出する岩には緑色
凝灰岩や泥岩、砂岩の層が
絡み合った美しい文様が。
儒者の頼山陽はこの海岸を
詩に詠み、絶賛した。

3㎞にわたって遠浅の白い
砂浜が続く脇本海水浴場。
夏にはウミガメが産卵に訪
れ、年を通してサーフィンを
楽しめるポイントでもある。

2㎞の沖合いに浮かぶ阿久
根大島では海水浴や釣りを
満喫できる。120頭ほど棲
息するシカは薩摩藩主の島
津光久が放したのが始まり。

冬に旬を迎える
ボンタン

奇岩の景勝地
牛之浜海岸

ウミガメの姿も
脇本海水浴場

シカが暮らす
阿久根大島

阿久根市
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鹿児島県

阿久根市

阿久根の水産加工

食べる人、とる人のため
阿久根の農業生産

新品種「大将季」を育てる

地
方

のかがや
き

季節ごとのおいしいイベント心をこめたもてなし

食のまちづくり観光まちづくり
温
暖
な
阿
久
根
は
柑
橘
類
の
適

地
で
、
霜
が
降
り
な
い
た
め

豆
類
の
生
産
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
や
イ
ワ
シ
、
タ
カ
エ
ビ
（
薩
摩

甘
え
び
）
な
ど
が
揚
が
る
阿
久
根
漁

港
の
近
く
に
は
老
舗
の
水
産
加
工
会

社
が
並
び
、
畜
産
も
盛
ん
で
、
市
内

の
食
肉
加
工
工
場
で
は
徹
底
し
た
安

全
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
鮮
品
や
加
工
品
は
、

「
ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
」
の

統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
に
向
け
て
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
平
成

29
年
に
策
定
し
た
阿
久
根
市

で
は
、
大
漁
旗
の
印
し
る
し

染ぞ
め

や
竹
コ
ッ
プ

作
り
な
ど
の
体
験
型
観
光
の
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
は
、
阿
久
根
観
光
の

足
で
あ
る
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
生

か
す
た
め
に
阿
久
根
駅
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
食
堂
や
特
産
品
の
売
店
、
図

書
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

併
設
し
、
名
称
も
「
に
ぎ
わ
い
交
流

館
阿
久
根
駅
」
と
し
ま
し
た
。
同
駅

　

阿
久
根
市
は
「
食
の
ま
ち
阿
久

根
」
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

一
環
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10
月
に
４

等
級
以
上
の
鹿
児
島
黒
毛
和
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
華
鶴
和
牛
を
楽
し
め

る
「
華
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ　

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
産
の
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が

旬
を
迎
え
る
時
期
（
４
～
５
月
）
に

市
内
の
店
舗
が
個
性
を
生
か
し
た
う

に
丼
を
提
供
す
る
う
に
丼
祭
り
や
、

９
～
10
月
の
阿
久
根
伊
勢
え
び
祭
り

な
ど
、
食
の
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
で
す
。

を
通
る
観
光
列
車「
お
れ
ん
じ
食
堂
」

で
は
、
地
元
の
食
材
を
用
い
た
料
理

を
楽
し
め
ま
す
。

　

阿
久
根
駅
隣
の
牛
ノ
浜
駅
で
は
、

毎
週
木
曜
日
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

に
乗
り
入
れ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
の
新
た
な

観
光
列
車
「
36
ぷ
ら
す
３
」
の
乗
客

を
市
職
員
や
地
元
住
民
が
横
断
幕
を

掲
げ
て
出
迎
え
。
ハ
ン
ヤ
踊
り
の
披

露
、
焼
酎
の
試
飲
、
水
産
加
工
品
の

販
売
な
ど
で
お
も
て
な
し
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

170 種もの魚が水揚げされる阿久根漁港。

たけのこは 12月の「早堀り」、
10月収穫の「超早堀り」が人気。

5日間かけて九州を一周す
る「36 ぷらす 3」。令和 2
年 11 月に阿久根市を通る
新ルートの運行が始まった。

にぎわい交流館阿久根
駅の駅舎。デザインを
手がけたのは観光列車
「ななつ星」や「おれ
んじ食堂」で知られる
水戸岡鋭治さん。

木材をふんだんに
用いたレトロな阿
久根駅ホール（待
合室）。「まちの迎
賓館」であり、「ま
ちの公民館」でも
ある。

スターゼンミートプロセッサー
（株）でも国内トップクラスの
処理能力を誇る阿久根工場。

うに丼祭りでは市内各店がムラ
サキウニを使った丼を提供する。

フライ用に加工した
キビナゴ。ブランド
名は「国産一途」。

「華のBBQ　AKUNE」。夜は花火が。

やまた水産食品の工場は阿久根港に隣接する。
川畑さんは創業者のひ孫。

地元の焼酎と魚（撮影「和食処まきや」）。

　新鮮な地魚を生かした冷凍食品の製造・販売を行って
いる（有）やまた水産食品。特にキビナゴの加工品生産高
は日本一です。「国内外の消費者においしい魚をお届け
するとともに、漁師さんが安心してとれるよう、サイズ
がそろわない魚など水揚げされるものを破棄せず、練り
物や団子に加工して付加価値を付けています」と専務執
行役員の川畑輝

てる

薫
ひで

さん。同社は小麦粉や卵を使わない「お
魚パスタ」など新製品の開発にも余念がありません。

　贈答用などで近年人気が高まっている大
だい

将
まさ

季
き

は、阿久
根で発見された不知火（デコポン）の枝変わりで、平成
18年に新品種として登録され、県を代表する農畜産物
「かごしまブランド産品」に認定されています。西田果
樹園の西田学さんは「果皮・果肉共に濃い紅色で、甘み
と酸味のバランスが絶妙です」と言います。県果樹試験
場の研究員などを経て、家業を継いだ西田さんは「良い
ものを作ることで地域に貢献するとともに就農を考える
人たちの希望になれれば」と生産に励んでいます。

　有村架純さんや國村隼さんが出演し、阿久根
市を中心に撮影が行われた映画『かぞくいろ－
RAILWAYS�わたしたちの出発－』が、平成 30
年に全国公開されるとロケ地を巡る観光客が多く
訪れることに。これを受け、阿久根市は映像を
通じてまちの魅力をPRし、交流人口の拡大を図
るため、映画やテレビなどロケの誘致活動を行
うフィルムコミッションを設置しました。令和 3
年初夏公開予定の『海辺の金魚』は全編、阿久根
市で撮影された作品です。監督の小川紗良さんは
平成 29年公開の『BEATOPIA』に続き、美しい
海辺のある阿久根を舞台に選びました。

　潮風を受けるぶどう園で巨峰を栽培し、ジャムなどの商品
化にも取り組んでいる落合健二さんと里砂さんご夫婦は、登
山をしたり、脇本海岸でサーフィンを楽しんだり、2人とも
自然と触れ合うことが大好き。また自分たちが愛する海辺を
美しく保つため、阿久根市の地域おこし協力隊員などの仲間
と共に海岸の清掃活動も行っています。ご夫婦は、阿久根を
訪れて来た人たちと楽しい時間を分かち合いたい、と体験型
観光にも取り組み、ボードに立ってパドルを漕ぐ SUPとい
うウォータースポーツの体験ツアーのガイドを行うほか、農
家民泊で市外からの修学旅行生を受け入れています。

西田さんが丹
精込めて作る
大将季（無加
温）は 1 月に
本格的な出荷
時期を迎える。

阿久根の体験型観光

素晴らしい海を知ってほしい
映画で地域の魅力をアピール

フィルムコミッション事業
小
川
監
督
コ
メ
ン
ト
︱
︱
阿
久
根
で
過
ご
し
た
夏
は
、
生
涯

の
宝
と
な
る
よ
う
な
密
度
の
濃
い
も
の
で
し
た
。
毎
朝
元
気

を
く
れ
た
手
作
り
弁
当
や
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
手
紙
、
地

元
の
方
々
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
な
ど
、
東
京
で
過
ご
し
て

い
て
も
日
々
思
い
返
し
て
い
ま
す
。
阿
久
根
と
い
う
思
い
入

れ
の
あ
る
場
所
で
、
素
晴
ら
し
い
縁
に
恵
ま
れ
て
映
画
を
作

れ
た
こ
と
が
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

開発中の商品。無農薬で育てた若い
巨峰を使ったピクルスとジャム。

落合健二さんと里砂さん。「阿
久根には色々な表情の海岸線
があります」と里砂さん。

SUP の体験ツアーで
東シナ海を満喫。

『海辺の金魚』の監督の小川紗良さん
（右）と主演の小川未祐さん（左）。
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相談窓口の案内図

２ 

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
る
中
、
総
務
省
で
は
、

誹
謗
中
傷
に
係
る
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

匿
名
で
あ
っ
て
も
技
術
的
に
投
稿
の
発

信
者
は
特
定
で
き
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

根
拠
の
な
い
悪
口
を
投
稿
す
る
と
、
民
事

上
・
刑
事
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
再
投
稿
※
な
ど
で
拡
散
し

た
場
合
も
同
様
で
す
。

　
「
目
立
つ
存
在
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

と
い
う
主
張
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
他
人
を

傷
つ
け
な
い
た
め
に
も
、
次
の
３
つ
の
こ

と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
誹
謗
中
傷
と
批
判
意
見
は
異
な
る

②
匿
名
性
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み

③
カ
ッ
と
な
っ
て
も
立
ち
止
ま
る

　

炎
上
投
稿
に
直
接
参
加
す
る
人
は
、
ご

く
限
ら
れ
た
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
研

究
結
果
も
あ
り
ま
す
。「
世
の
中
の
全
て

の
人
が
攻
撃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
言
い
争
っ
て
し
ま
う
と
、
さ

ら
に
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
設
定
見
直
し
、
投
稿
削
除
依
頼
、

信
頼
で
き
る
人
・
窓
口
へ
の
相
談
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
省
で
は
、
誹
謗
中
傷
に
係
る
普
及

啓
発
に
資
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

（
２
０
２
０
年
版
）�

追
補
版
を
公
表

②�

政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誹

謗
中
傷�

あ
な
た
が
奪
う
も
の
、
失
う

も
の
～#N

oH
eartN

oSN
S

（
ハ
ー
ト

が
な
け
り
ゃ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
じ
ゃ
な
い
！
）～
」

（
記
事
・
動
画
）
を
公
表

③�

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
・
教
職
員
等
に

対
す
る
学
校
等
の
現
場
で
の
無
料
の
出

前
講
座
「
ｅ
︲
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

の
教
材
に
誹
謗
中
傷
に
関
す
る
内
容
を

追
加

④�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
悩
ん
だ
際
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
の
特
設
サ
イ
ト
を
開
設

⑤�

誹
謗
中
傷
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
場

合
に
お
け
る
相
談
窓
口
の
案
内
図
を
公

表

MIC NEWS

01
MIC NEWS

02 誹
謗
中
傷
す
る
と
ど
う
な
る
の
か

誹
謗
中
傷
し
な
い
た
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
に
係
る

普
及
啓
発
の
取
組

※�

再
投
稿
と
は
、
共
感
・
気
に
入
っ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
投
稿

し
て
他
者
に
広
め
る
行
為
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、「
リ

ツ
イ
ー
ト
」、「
リ
グ
ラ
ム
」、「
リ
ポ
ス
ト
」
な
ど
名
称
が
異

な
り
ま
す
。

誹
謗
中
傷
を
受
け
た
と
き
は

普
及
啓
発
コ
ン
テ
ン
ツ

※
「
ハ
ー
ト�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

政府広報オンライン動画

インターネットトラブル事例集

政府インターネットテレビ HP
https://nettv.gov-online.go.jp/
prg/prg21546.html

（2020 年版）追補版

　

政
府
で
は
、
例
年
2
月
1
日
か
ら
3
月

18
日
ま
で
を
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
」
と
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
普
及
啓
発
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

総
務
省
で
も
以
下
の
よ
う
に
様
々
な
取

組
を
実
施
し
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
、自

宅
や
職
場
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

各
地
の
総
合
通
信
局
等
が
中
心
と
な
り
、

セ
ミ
ナ
ー
形
式
を
中
心
と
し
た
普
及
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
最
新
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
や
外
出
先
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用

機
会
も
増
え
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
利
用
者
と
提
供
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し

て
、
対
策
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
講
座
も
開
講

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

　

急
速
に
利
用
が
拡
大
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
作
業
や

端
末
・
デ
ー
タ
の
持
ち
出
し
も
あ
り
、
新

た
な
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
形
式
の
手
引
き
を
新
た
に
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
と
は

１ 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

3 

テ
レ
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

2
月
1
日
～
3
月
18
日
は「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」で
す

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う

「サイバーセキュリティ月間」なぜ 2/1～3/18?
　情報セキュリティに関する政府戦略である「第１次情
報セキュリティ基本計画」が平成18年2月2日に策定さ
れたことから、2月2日を「情報セキュリティの日」とし、平
成22年からは2月を「情報セキュリティ月間」と定めまし
た。その後、平成26年にサイバーセキュリティ基本法が
成立したことを踏まえ、平成27年から期間を3月18日（サ
（3）イ（1）バー（8）の日）まで拡大した上で、名称も「サイ
バーセキュリティ月間」と改めたものです。

 場所　開催予定日　             行事名称

サイバーセキュリティに関する各種イベント
（本年度はオンライン開催となるイベントもあります）

北海道
宮城県
東京都

長野県

新潟県

石川県

福井県

愛知県

大阪府

熊本県

3月4日（木）
2月25日（木）
2月19日（金）

2月25日（木）

2月5日（金）
2月4日（木）
 ～5日（金）

2月6日（土）

2月24日（水）

2月26日（金）、
3月 2日（火）
2月10日（水）

サイバーセキュリティフォーラム2021
サイバーセキュリティセミナー 2021in仙台
2020年度 関東サイバーセキュリティセミナー

サイバーセキュリティセミナー 2021
～安心安全なテレワーク導入のための
　セキュリティ対策～

第15回セキュリティセミナー
ニューノーマル時代の『ビジネス』を護る
サイバーセキュリティデイズ2021
サイバー攻撃の手口と守り方
～情報セキュリティ入門～
サイバーセキュリティセミナー 2021
-ここからはじまるセキュリティ対策-

テレワーク時代の情報セキュリティセミナー

サイバーセキュリティ・カレッジin熊本2021

無線 LANセキュリティガイドライン
（利用者向け（緑）・提供者向け（青））

オンライン動画講座（イメージ）

●テレワークにおけるセキュリティ確保

●無線LAN(Wi-Fi)の安全な利用について

●サイバーセキュリティ月間・各種イベント

https://www.soumu.go.jp/main_
sosiki/cybersecurity/telework/

https://www.soumu.go.jp/main_
sosiki/cybersecurity/wi-fi/

https://www.nisc.go.jp/
security-site/month/

詳細は、次のウェブサイトをご確認ください

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/d_
syohi/hiboutyusyou.html

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/
kyouiku_joho-ka/jireishu.html
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●小学生の部�‥‥‥�小学校の児童
●中学生の部�‥‥‥�中学校の生徒
●高校生の部�‥‥‥�高等学校の生徒
●一般の部�‥‥‥‥�上記以外の学生及び一般の方
●統計調査員の部‥統計調査員又は登録調査員の方
●公務員の部�‥�各府省、都道府県、市区町村の職員

●専用の応募用紙にて、１人５作品まで応募できます。
●応募用紙以外で応募される場合は、次の記載事項
　を明記の上、応募してください。

●応募作品は、自作で未発表のものに限ります。

●小学生の部、中学生の部、高校生の部、一般の部は、
　総務省政策統括官室まで、メール、ＦＡＸまたは郵送　

　にて提出してください。
●統計調査員の部は、所属する都道府県または市区　

　町村の統計主管課へ提出してください。
●公務員の部のうち、各府省の職員は、職場の取りま
　とめ部署へ�提出してください。
●公務員の部のうち、都道府県及び市区町村の職員
　は、所属する都道府県または市区町村の統計主管
　課へ提出してください。

［メールの場合］toukeinohi@soumu.go.jp
［ FAX の場合 ］03-5273-1181
［ 郵送の場合 ］〒162 -8668 
　　　　　　　 東京都新宿区若松町 19 －１
　　　　　　　 総務省政策統括官付統計企画
　　　　　　　 管理官室地方統計機構担当 宛　

●入選作品は、部門ごとに佳作１作品程度、そのうち、　
　特に優秀な作品として特選１作品を決定します。
●入選作品は、�令和3年6月 （予定） に発表します。
●入選された場合、ご本人（又は応募作品の取りまと
　め部署等）にご連絡するとともに、総務省のホーム　　

　ページや広報誌等において、作品、名前、所属・
　学校名（学年）、都道府県名を発表します。

入選者には、表彰状及び副賞を授与します。

入選作品の著作権は、総務省に帰属します。

MIC NEWS

03

設
立
50
周
年
を
迎
え
た
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
統
計
研
修
所

（Statistical�Institute�for�A
sia�and�

the�Pacific

：
Ｓシ

ア

ッ

プ

Ｉ
Ａ
Ｐ
）
が
我
が
国
に

設
立
さ
れ
て
か
ら
、
昨
年
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

そ
の
成
り
立
ち
は
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
域

内
の
開
発
途
上
国
の
政
府
統
計
職
員
に
対

す
る
統
計
研
修
を
行
う
た
め
、
国
連
開
発

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
援
助
を
受
け
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
昭
和
45
年
、
東
京
に

ア
ジ
ア
統
計
研
修
所
と
し
て
設
立
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
、
昭
和
52
年
に
現
在
の
名

称
に
改
称
、
平
成
７
年
4
月
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
の
補
助
機
関
と
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
は
千
葉
県
千
葉

市
に
所
在
を
移
し
、
開
発
途
上
国
に
お
け

る
大
き
な
統
計
研
修
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
所
長
以
下
、
講
師
等
９
人
の
国
連
職

員
に
よ
り
各
国
政
府
統
計
職
員
を
対
象
に

研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
総
務
省
の
役
割

　

我
が
国
は
平
成
７
年
4
月
に
締
結
さ
れ

た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
統
計
研
修
所
に
関

す
る
日
本
国
と
国
際
連
合
と
の
間
の
協

定
」
に
基
づ
き
、
総
務
省
が
協
力
機
関
と

な
り
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
運
営
の
た
め
の
現
金
寄

与
、
施
設
・
設
備
な
ど
の
現
物
寄
与
を
行

い
招
請
国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
政
策
統
括
官
（
統
計
基
準

担
当
）
付
の
職
員
８
人
が
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
の

研
修
コ
ー
ス
運
営
に
必
要
な
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
業
務
な
ど
の
協
力
業
務
に
従

事
し
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
の
研
修
コ
ー
ス
と
そ
の
実
績

　

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
で
行
わ
れ
る
研
修
に
は
、
研

修
所
内
で
実
施
さ
れ
る
コ
ー
ス
、
Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｐ
の
講
師
が
各
国
に
出
か
け
て
研
修
を
行

う
コ
ー
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
４
５
か
国
か
ら

約
２
万
１
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修

修
了
者
は
、
帰
国
後
、
各
国
統
計
部
局
で

研
修
の
成
果
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
お
り
、

多
く
の
者
が
統
計
局
長
な
ど
の
要
職
に
就

い
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
海
外
か
ら
研
修
生
を
招
へ
い
で
き
ず
、

対
面
型
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
軒
並
中
止

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
中
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ

は
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
を
多
数
開
発
し
、

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

各
国
の
要
望
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
設
立
50
周
年
記
念
式
典
に
代
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
統
計
カ
フ
ェ
シ
リ
ー
ズ
の

1
つ
と
し
て
、
記
念
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｉ

Ａ
Ｐ
に
よ
る
50
年
間
の
統
計
能
力
構
築
」

が
昨
年
８
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ア
リ

シ
ャ
バ
ナ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
事
務
局
長
か
ら
の

挨
拶
に
続
き
、
現
在
、
統
計
部
局
長
と
し

て
活
躍
す
る
研
修
修
了
者
３
名
（
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
）
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
の
研
修
が
各

国
統
計
部
局
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
、
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
ゴ
ー
ル
の
達
成
に
役
立
っ

て
き
た
か
を
共
有
し
ま
し
た
。ま
た
、デ
ー

タ
需
要
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
統
計
活

動
の
制
限
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
が
各
国

統
計
部
局
を
支
援
す
る
方
策
に
つ
い
て
見

解
と
期
待
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国

か
ら
は
千
野�

雅
人�

国
際
統
計
交
渉
官
が

参
加
し
、
招
請
国
と
し
て
研
修
活
動
を
支

援
し
て
き
た
50
年
間
に
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
が
成
し

遂
げ
た
成
果
と
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
の
見
解
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
続
い
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
7
回
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

統
計
委
員
会
の
開
会
に
当
た
っ
て
は
、
高

市�

早
苗
大
臣
（
当
時
）
か
ら
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ

50
周
年
を
祝
う
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
、吉
開�

正
治
郎�

政
策
統
括
官
（
統

計
基
準
担

当
）
が
挨
拶

を
行
っ
た
他
、

50
周
年
記
念

誌
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

SIAP ウェブサイト（英語のみ）
https://www.unsiap.or.jp/about/
SIAP_50Years.html

「
統
計
の
日
」の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

 

募
集
期
間
：
令
和
3
年
2
月
1
日（
月
）～
3
月
31
日（
水
）

　

総
務
省
で
は
、
統
計
の
重
要
性
に
対
す

る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
統
計
調

査
に
対
す
る
国
民
の
よ
り
一
層
の
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
定
め
た
「
統
計
の

日
（
10
月
18
日
）」
の
周
知
を
図
る
た
め
、

毎
年
「
統
計
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
広
報
媒
体
に
活
用
す
べ
く
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
「
統
計
の
日
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
標
語
に
つ
い
て
、
皆
様

か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
、「
統
計
の
日
」

の
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
調
査
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
各
種
広
報
に
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

●過去の特選作品
令和２年度 

「統計調査 １人１人の協力
 ありがとう」

過去の特選作品をご覧になりたい方、または応募用紙をダウンロードされたい方は、ホーム
ページをご覧ください。

令和２年度  「統計の日」ポスター
https://www.soumu.go.jp/ toukei_toukatsu/
info/guide/03toukei_hyougo.html　
※令和２年度の特選作品が活用されています。

1．募集部門 4．提出先

5．入選作品の決定・発表

6．表彰

7．著作権

2．応募方法

3．提出方法

※一般の部：④は、記入不要です。
※統計調査員の部：④は、「○○市統計調査員」等と記入して
　ください。

①部門、②お住まいの都道府県名、
③氏名（ふりがな）、④所属・学校名（学年）、
⑤電話番号、⑥標語（１人５作品まで）

お問い合わせ先

総務省政策統括官付統計企画管理官付
地方統計機構担当
T E L :03-5273-1144（直通）
メール:toukeinohi@soumu.go.jp
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和歌山県白浜町の
ワーケーション関連施設の視察

「ANCHOR」のコワーキングスペース
で施設説明を受ける古川大臣政務官

　

令
和
2
年
11
月
30
日
（
月
）、
古
川

総
務
大
臣
政
務
官
は
「
総
務
省
地
域
型

テ
レ
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
」
実
施
場
所

の
和
歌
山
県
白
浜
町
へ
出
張
し
、
現
地

関
係
者
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
活
用

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
関
す
る

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「『
働
く
、

が
変
わ
る
』
テ
レ
ワ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

を
リ
モ
ー
ト
で
視
聴
し
、
閉
会
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
総
務
省
地
域
型
テ
レ
ワ
ー
ク
ト
ラ

イ
ア
ル
」
と
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
に

お
け
る
取
組
の
一
環
と
し
て
、
地
域
で

の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
も
滞
り
な
く
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
推
進
す
る
自
治
体
と
連
携

し
、
地
方
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
有
効
性
を
検

証
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

長
野
県
軽
井
沢
町
、
和
歌
山
県
白
浜
町

の
２
か
所
で
実
施
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
月

間
中
、
官
公
庁
と
民
間
企
業
か
ら
延
べ

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

古
川
政
務
官
は
「
総
務
省
地
域
型
テ

レ
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
」
の
会
場
と
し

て
使
用
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

「A
N
CH
O
R

」
で
、
白
浜
町
に
お
け
る

企
業
誘
致
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
白
浜
町
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
関

係
者
と
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
白
浜

町
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
の
先
進
地
で
あ
る
だ
け
で

な
く
個
人
ご
と
に
合
っ
た
働
き
方
を
提

供
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
や
、
自
治
体

の
推
進
力
に
よ
っ
て
空
港
、
ホ
テ
ル
な

ど
の
事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
事
例
が
形
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に「W

O
RK

×ation�Site

南

紀
白
浜
」
か
ら
「『
働
く
、
が
変
わ
る
』

テ
レ
ワ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
に
参
加
し
、

今
後
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
働
き
方
を

実
践
し
て
い
く
時
代
に
な
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
を
新
し
い
日
本
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
思
い
を
述
べ
、
閉
会
の
挨
拶

と
し
ま
し
た
。

M I C リポート

　

今
回
の
取
材
中
、
ピ
ア
ノ
を
２
台
見
か

け
ま
し
た
。

　

１
台
は
誌
面
に
も
登
場
す
る
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
「
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
」
の
ピ
ア

ノ
で
す
。
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
は
ピ
ア
ノ
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
も
の
の
、

そ
の
ピ
ア
ノ
は
有
名
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

採
用
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
阿
久
根
市

へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
の
一
つ
と
し

て
ホ
ー
ル
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
体
験
が
用
意

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
方

は
食
を
楽
し
む
と
と
も
に
演
奏
を
楽
し
み

に
行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
の
ホ
ー
ル

に
も
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
し
た
。
５
年
ほ
ど

前
に
関
東
阿
久
根
会
会
長
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
駅
員
さ
ん
に
声
を

か
け
る
と
弾
か
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
の

で
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
で
の
演
奏
は
敷
居

が
高
い
と
い
う
方
は
こ
ち
ら
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
も
今
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
お
さ
ま
り
ピ
ア
ノ
が
交
流
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
広
報
室　

渡
辺
）

編 集 後 記 edi tor ial  note

広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX » 03-5253-5174　MAIL » kohoshi@soumu.go.jp

「『働く、が変わる』テレワークイベン
ト」における閉会挨拶を、南紀白浜か
らリモートで述べる古川大臣政務官
（左上は東京会場での様子）
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